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人と人をむすぶ 紙芝居劇の味わい 
　　　　  ～「むすび」（大阪市） 
 

堺市人権教育推進協議会 

仕事とは、自分らしく社会と関わること 
NPO法人「こえとことばとこころの部屋」は詩人・

上田假奈代さんが芸術や文化活動を行う目的で設立した。

2005年9月、イベントスペース「ココルーム」に、

大阪市から委託を受けた就労支援カフェが併設された。 

「ボランティアを呼びかけるうち、役者志望や音楽

家志望の人たちに混じって、無職で“何をしたいのか

がわからない”という人たちがたくさん来るようになっ

たんです。一方で仕事をもっている人たちも悩んでいる。

もともと仕事について興味があったので、みんなで考

えてみようと思ったのがきっかけです」 

上田さん自身にも長い仕事探しの時期があった。コピー

ライターは利潤最優先の体質に嫌気がさして辞め、料

理人は4ヶ月で体の限界がきた。フリーライターをし

ていた30歳を過ぎた頃、知り合った男子大学生に「詩

を仕事にしたいんですよね」と言われて言葉に詰まる。

2週間後に彼は飛び降り自殺をした。 

衝撃のなかで「仕事ってなんだろう」「詩を仕事に

するってどういうことだろう」と、とことん考えた。

そして、「仕事とは、お金儲けよりも自分らしく社会

と関わること。詩人の仕事とは、あきらめや絶望のな

かにいる人に勇気を届けたり、悲しみに寄り添ったり

する“言葉の力”を届けることじゃないか」という思

いに行き着く。やがて「詩業家」を名乗り、表現にま

つわるイベント企画やワークショップなどの活動を始

めた。 

 

出会いとトラブルを重ね、自分自身が変
化した 
カフェには人とうまくコミュニケーションをとれな

いニート、ひきこもりの若者やホームレスの人が訪れる。

迎える自分たちが試されているのをひしひしと感じる。 

「特に、仕事もお金もない人がカフェに来た時にど

うふるまうのか、すごく悩みました。スペースの運営

費は行政の支援を受けていますが、私を含めたスタッ

フ5人の生活は1杯300円のコーヒーを売ってどうに

か成り立っている状態なのです。結局、掃除などを手伝っ

てくれた人には食事を出すことになりました」 

厳しい背景をもつ人ほどあいまいな姿勢を鋭く見抜き、

見切りをつけたら二度と来てはくれない。日々現場で

起こるトラブルへの対応を瞬時に判断し、言語化し、

スタッフ間で共有することが重要だ。 

こうした経験を重ねるうちに、上田さんの詩も大き

く変わった。 

「まず言葉が変わりました。小難しいことは書かな

くなりましたね」。ある人は「上田假奈代の詩は一見

下手になったようで、実は一回転して進んだんだよね」

と評した。今は、出会った人や事象をそのまま記録す

る「記録詩」に取り組んでいる。これも生き方に悩む

若者やホームレスの人との関わりから生まれた発想だ。 

「やっていて面白いですね。必要とされているようで、

実は私自身がみんなを必要としているように思います。

出会いが多いかわりにトラブルも多いんですけど（笑）、

たくさんの気づきがあります」 

カフェに掲示されている求人情報から就職したニー

トの若者もいるが、現状は甘くない。従来の仕事観で

は限界があると上田さんは感じている。 

「これからは“教育”“ビジネス”“福祉”“農業”

など異分野と若者やホームレスの人たち、そして大人

や子どもたちをつなぐものとして、表現やアートの可

能性を探ってみたいですね」と思いを語った。 
 
ココルーム 

大阪市浪速区恵美須東3-4-36　フェスティバルゲート4F 

tel  06-6636-1612　12:00～22:30（無休） 

http://www.kanayo-net.com/cocoroom/
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「むすび」は、大阪市西成区にある通称・釜ヶ崎で
紙芝居や地域案内の活動をする平均年齢73歳のグルー
プです。失業・日雇い労働・路上生活を経験したメンバー
も多く、生活保護を受けながら活動を続け、仲間たち
との出会いや生きがいを見出しています。人々の交流
により、高齢化する日雇い労働者の街の活性化に役立
ちたいと、世代や場所を問わず積極的に公演を出前し
たり、見学者を受け入れたりしています。 
主な活動は手づくりの紙芝居の上演です。昔なつか
しい『桃太郎』や『おむすびころり』、オリジナル作
品の『ぶんちゃんの冥土めぐり』では５歳の女の子が
あの世で鬼やエンマ様と遊びます。いずれも工夫を凝
らした小道具や自作の絵、飛び出す演出が好評で、地
域の保育園やデイサービスセンター、アート系イベント、
学園祭などで幅広く活動しています。また、全国から釜ヶ
崎に来る学生や研究者、個人等に西成案内や紙芝居上
演をしています。何度も通ってきてくださる若い方や
興味をもって訪ねてくださる方も多く、異世代交流の
場にもなっています。 
さまざまな人生経験を経たメンバーですが、それぞ
れの特技や個性を紙芝居に持ち寄り、なんともいえな
い味わいをつくりだしています。紙芝居を通じて多く
の人を元気づけ、夢を与えることができるよう毎日の
稽古を欠かさず頑張っていこうと思います。 
 
むすび連絡先 
　　〒557-0002　大阪市西成区太子2-2-16　エッグス内 
　　Tel & Fax 06-6635-2699 
 
※公演依頼はこちらまで 
　●NPO法人こえとことばとこころの部屋 
　　むすびプロジェクト係 
　　Tel. 06-6636-1612 　Tel&Fax. 06-6636-1662 
　　E-mail. cocoroom@kanayo-net.com 
　　http://musubiproj.exblog.jp/ 
 
Our Planet TVにて「むすび」プロジェクト作品配信中 
（2006年Planet-Eyes最新リポート） 
　　http://www.ourplanet-tv.org/

堺市人権教育推進協議会（以下、「人権協」という）
は、市民レベルでの主体的な人権問題への幅広い取り
組みを進める気運が高まり、前身の堺市同和教育推進
協議会が発展的改組して1979年に発足しました。以
来、差別のない、明るいまちづくりを推進し、市民一
人ひとりの人権意識の向上と確立を図ることを目的と
して校区推進員や企業、宗教者、市民団体などが参画
してさまざまな啓発活動を行ってきました。 
人権協では、主な啓発活動として次の事業を行って
います。 
①各委員を対象とした研修会の開催 
②市民を対象とした啓発セミナー 
  （One　Heart.セミナー）の開催 
③区民まつり、堺まつり等での啓発テントの設置 
④「わたしからの人権メッセージ」発表会の開催 
⑤憲法週間中の啓発キャンペーン 
⑥人権週間中の街頭啓発及び講演会「人権を守る市
民のつどい」の開催 

⑦人権協広報紙「こころの響き」を年１回市内全戸
配付 

また、人権協では、重点的な取り組みのひとつとして、
「身元調査お断り運動」を推進しており、堺市と共同
して区役所等の窓口にカウンターサインを設置してい
るほか、ホームページや広報紙「こころの響き」など
に関連記事を掲載しています。 
今後も、広く市民のみなさんに人権協の活動を知っ
てもらい、その趣旨を広げていくため、さまざまな機
会を通じて啓発活動に取り組んでいきたいと考えてい
ます。 

上田假奈代さん 
うえ か な よ だ 

（ＮＰＯ法人こえとことばとこころの部屋代表） 
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